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金
海
古
蹟
志
巻
占
ハ

形
御
土
磁
役
所
よ
り
出
火
焼
失
。
蛍
役
所
足
極
篠
田
五
郎
兵
衛
と
云

ふ
者
役
所
印
を
矯
ν
似
、
切
手
を
調
へ
質
物
に
入
れ
置
く
皆
露
顕
し
、

被
且
召
捕
-
路
、
則
ち
右
役
所
b
火
付
く
る
旨
申
顕
す
。
是
般
商
等
を
焼

き
捨
て
可
v
申
と
の
由
。
依
而
於
=
上
口
量
刑
に
被
v
慮
と
あ
り
。
堂
形

奉
行
は
湯
演
氏
の
藩
園
職
員
通
考
に
、
寛
文
年
中
大
窪
丸
郎
兵
衛
・
青

山
金
右
衛
門
動
v
之
、
同
三
年
後
藤
治
右
衛
門
延
貨
の
初
め
よ
り
四
人

宛
勤
v
之
、
後
々
ま
で
連
綿
す
と
あ
り
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
寛

文
十
年
六
月
算
用
場
よ
り
の
達
書
に
‘
去
年
人
々
第
v
作
候
朝
鮮
米
・

た
う
ぽ
し
御
用
之
皆
に
候
僚
、
籾
の
債
に
而
御
堂
形
へ
馬
借
を
以
て

渚
居
、
御
奉
行
請
取
切
手
取
置
可
v
申
た
ど
見
h
、
延
寅
六
年
八
月
改

作
事
行
の
建
替
に
、
御
堂
形
之
内
御
烏
部
屋
と
い
ふ
事
た
ど
も
見
b
、

此
の
時
代
は
御
堂
形
と
稀
し
、
奉
行
の
役
所
あ
り
し
事
知
ら
れ
け

り
。
但
し
堂
形
戴
奉
行
の
名
は
、
寛
永
年
中
よ
り
見
b
た
れ
ば
、
役

所
も
共
の
頃
よ
り
建
築
あ
り
た
る
た
る
べ
し
。

。
高
畠
平
右
衛
門
・
甲
斐
醤
第

三
笠
記
に
云
ふ
。
慶
長
十
一
年
十
一
月
晦
日
宇
賀
祭
の
脅
の
事
た
る

に
、
雷
電
捗
敷
ひ
w
h

き
渡
り
、
金
滞
御
城
天
守
に
落
ち
か
L
り
焼
け

上
り
、
風
強
く
し
て
薄
雲
た
り
。
大
蚕
所
に
火
の
懸
り
、
御
本
丸
・

守

て
右
甲
斐
守
屋
敷
跡
に
御
書
院
出
来
、
梁
間
五
問
許
・
行
間
十
四

五
間
許
与
発
申
候
。
共
の
御
書
院
の
前
大
石
が
き
の
方
に
御
泉
水
幅

六
汁
七
閑
許
、
長
さ
二
拾
間
許
と
鹿
島
申
候
。
同
御
書
院
よ
り
東
の
方

に
ぼ
た
ん
畠
御
座
候
。
外
廻
懸
塀
に
而
御
座
候
。
内
に
御
植
込
に
被
v

錫
=
仰
付
-
候
様
に
発
申
候
。
御
露
地
図
之
鉢
先
不
v
申
候
御
事
。

一
、
同
所
御
書
院
よ
り
北
の
方
、
御
掘
折
目
よ
り
十
四
・
五
間
許
か

み
の
方
に
‘
長
さ
七
・
八
問
許
‘
幅
六
・
七
尺
許
の
橋
御
座
候
。
大
石

が
き
の
方
よ
り
七
尺
許
引
上
申
様
に
仕
在
v
之
候
。
共
の
節
車
橋
与
申

候
。
其
の
所
よ
り
本
丸
h
上
り
申
す
坂
在
ν
之
様
に
発
申
候
事
。

右
先
年
私
儀
、
御
城
中
御
普
締
御
仕
事
に
罷
出
申
候
に
付
而
.
有
増

鋸
如
v
此
に
御
座
候
。
共
の
外
年
久
敷
儀
に
付
、
売
無
=
御
座
-
候
。
以

上。

越
中
組
大
工
肝
煎
奥
三
右
衛
門
父
裁
八
十
七

浮

九

月

二

十

日

雲

右
は
奮
藩
五
世
参
議
中
将
綱
紀
卿
穿
盤
し
給
ふ
に
よ
り
ト
口
上
の
趣

を
聞
き
記
し
、
古
売
の
輸
園
を
諮
り
、
口
上
書
を
添
へ
て
一
覧
に
入

れ
た
る
も
の
也
。
年
鋭
干
支
を
も
記
載
せ
ざ
れ
ば
‘
年
暦
詳
-E
ら
宇

と
い
へ

E
も
、
既
に
上
文
に
も
い
へ
る
如
く
、
寛
文
年
中
に
か
h

る

金
滞
古
蹟
志
巻
大

.畠.，、

御
新
宅
ま
で
一
宇
も
不
v
残
焼
失
に
及
ぷ
。
甫
の
堤
の
脇
に
三
十
三
聞

の
的
場
あ
り
。
天
守
焼
け
上
る
と
ひ
と
し
く
、
石
垣
の
上
よ
り
利
長

卿
大
昔
上
げ
て
、
平
右
衛
門
/
¥
と
御
呼
ぴ
歩
成
し
か
ば
‘
平
右
衛

門
奉
り
て
、
答
へ
奉
る
言
葉
と
共
に
懸
け
肉
し
、
御
城
中
へ
懸
け
入

り
、
上
下
御
限
定
・
家
中
の
者
き
ら
ひ
た
く
引
廻
し
、
御
前
様
並
に

女
中
を
引
き
つ
れ
、
字
菩
掛
伴
内
記
屋
形
へ
入
れ
奉
り
、
共
の
外
の
女

中
は
中
川
宗
伴
へ
入
れ
奉
る
と
云
々
。
按
守
る
に
右
火
災
は
寛
永
系

間
停
及
び
村
井
長
明
の
象
賢
紀
時
に
、
七
年
十
月
晦
日
と
あ
り
。
利

長
卿
石
垣
の
上
よ
り
大
菅
に
て
呼
ぴ
給
ふ
と
あ
る
も
@
、
此
の
頃
は

本
丸
に
居
給
ふ
ゆ
ゑ
、
本
丸
の
高
石
垣
の
上
よ
り
呼
び
給
ひ
た
る
も

の
也
。
石
垣
下
堂
形
的
場
の
績
に
、
高
島
平
右
衛
門
共
の
子
甲
斐
の

第
宅
あ
り
し
故
也
。
平
お
衛
門
は
高
畠
石
見
守
定
吉
の
弟
に
て
、
丸

議
よ
り
利
家
卿
に
奉
仕
す
。
共
の
子
甲
斐
も
利
家
卿
・
利
長
卿
に
奉

仕
す
。
甲
斐
の
子
は
左
京
と
い
へ
り
。

口
上
之
島
晶

一
、
本
堂
形
以
前
者
、
近
藤
甲
斐
守
屋
鋪
と
申
候
。
共
の
節
御
磁
無
品

御
座
-
候
。
御
米
磁
出
来
以
後
、
堂
形
与
申
候
。
年
数
六
十
年
許
に
罷

成
候
様
に
発
申
候
事
。
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